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衆議院内閣委員会ニュース 

平成 29.3.8 第 193 回国会第２号 

 

3 月 8日（水）、第２回の委員会が開かれました。 

 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

岡 田 克 也君（民進） 

・天皇陛下の退位を実現する法整備について、政府は一代

限りの特例法を前提として考えているのか。 

・女性宮家創設に関する議論は、天皇陛下の公務の負担軽

減の問題として捉え、早急に議論を進めるべきと考える

が、菅内閣官房長官の見解を伺いたい。 

・今国会の石原国務大臣の所信表明演説では、2020 年度財

政健全化目標に対する意気込みが後退した印象を受けた

が、同目標を堅持するという意思に変更はないのか。 

 

佐 藤 茂 樹君（公明） 

・３月６日に北朝鮮がミサイルを発射したことに対する政

府の見解と新たな国連安保理決議も含めた制裁強化の必

要性について、菅内閣官房長官に伺いたい。 

・北朝鮮の「新たな段階の脅威」に対し、我が国の弾道ミ

サイル対処能力の強化に向けた検討を進める必要がある

のではないか。 

・高齢運転者に係る交通事故対策について、政府全体の取

組と今後のスケジュールを加藤国務大臣に伺いたい。 

 

神 山 洋 介君（民進） 

・ＩＲ法案の成立を受けた今後のスケジュールと政府の検

討状況について伺いたい。 

・現在示されている賭博の「違法性阻却の８要件」のうち、

４つは運営主体に関するものであるため、民間団体を運

営主体とするＩＲにおけるカジノは、公営ギャンブル以

上に厳格でなければ、実現できないのではないか。 

・ＩＲによる経済効果を考える上で、社会的コストを含む

費用も算出していただきたいが、石井国務大臣の所見を

伺いたい。 

 

 

高 井 崇 志君（民進） 

・パチンコ・パチスロに関する依存症対策をどのように行

っていくか、松本国家公安委員会委員長に伺いたい。 

・パチンコ遊技機メーカーの不正機種出荷と、パチンコホ

ールにおける不正機種での営業は、それぞれどのような

罰則の対象となるのか。 

・パチンコの検定規則が要求する技術基準をクリアするた

めに、特定企業の特許を使用することが避けられない場

合、特許権を有する企業を優遇していることになるので

はないか。 

 

浦 野 靖 人君（維新） 

・国が天下り対策の制度設計をする際に、大阪府及び大阪

市における制度を参考とすべきと考えるが、山本国務大

臣の見解を伺いたい。 

・行政改革によるこれまでの取組の具体的な成果について

山本国務大臣に伺いたい。 

・食の安全と安心を確保する観点及び廃棄ロスを減少させ

るという観点等から、賞味期限として設定される期間が

適切と言えるか、また、消費者にとって分かり易い賞味

期限・消費期限表示の在り方について、政府の見解を伺

いたい。 

 

井 出 庸 生君（民進） 

・昨年 10 月の法務委員会において、金田国務大臣は、具体

的な情報が存在しない特定秘密の件数も若干あるが、正

確な数字については精査する必要がある旨を答弁したが、

その後の精査の内容やプロセスについて伺いたい。 

・知識を特定秘密とした場合、その解除や延長が困難であ

ることからすれば、特定秘密であった公文書は、公文書

管理法に基づき廃棄可能であっても、軽々に廃棄すべき

ではないと考えるが、政府の見解を伺いたい。 

１ 内閣の重要政策に関する件、公務員の制度及び給与並びに行政機構に関する件、栄典及び公式制度に関する件、男女

共同参画社会の形成の促進に関する件、国民生活の安定及び向上に関する件及び警察に関する件 

・石井国務大臣、菅国務大臣、松本国務大臣、石原国務大臣、加藤国務大臣、山本国務大臣、盛山法務副大臣兼内閣

府副大臣及び政府参考人に対し質疑を行いました。 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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・テロ等準備罪の創設に伴い、監視型捜査の必要性が高ま

っていくのではないかと思われるが、松本国家公安委員

会委員長の見解を伺いたい。 

 

金 子 恵 美君（民進） 

・昨年 12月８日に「相模原市の障害者支援施設における事

件の検証及び再発防止策検討チーム」が取りまとめた報

告書について加藤国務大臣の見解を伺いたい。 

・上記報告書は、加害者が犯行に至った考え方の背景など、

共生社会を阻害している社会の在り方を問うものとなっ

ていないと考えるが、加藤国務大臣の考えを伺いたい。 

・昨年６月に提出された「障害者の権利に関する条約第 1

回日本政府報告」についての加藤国務大臣の見解を伺い

たい。 

 

 

 


